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乳幼児にお ける体温 と歩数 （その 2）
○ 石 原　仁 美　　森　英子　　竄 岡　倫子　　和多　美知子

　（第二 白ゆり保育園）　　　　　　　　　　　　 U煩正 短期大学）

1 。は じめに

　保育学会第 56 回大会で は、乳幼児における体温 と

歩数につ い て 10 年前の 子 ども と比較検討を し、近年

益 々 新入 園児 を受 け入 れ るたび に、「身体 を動 か して 遊

ぶ こ との 出来な い 子 ど もユ、「食生活の乱 扎 た子 ど も」

などの 増加傾向が 目立つ が、保育者が環境 さえ整えれ

ば 10 年前の 子どもも現在 の 子どもも変わ りが な い こ

とが実証された こ とにっ い て 報告 した。そ して 、この

研究を通 して 私た ち保育者に とっ て も、保護者の協力

を得て実施 した 「朝体温測定」 及び保育者に よる 「15

時 体温測定」 万歩計に よ る 「歩数測定亅 が一
人ひ と り

の 子 ども の 綿密な成長記 録とな り、毎 日 の 保育方法の

見直 し となる貴重な資料となっ た。 そこ で、平成 15

年度は前回、課題 と して 残 っ た 「知恵熱」 な どにう い

て も引き続き詳細 にデータ処理をし、検討を加 えて き

た現段階で の 研究結果に つ い て 報告する。

2 ．研究方法

（1）0 歳 か ら就学前児ま で の 全児に毎 日 「テル モ 腋 窩

　 体温計」を用い て、登 園児の 安静体温 を検診台 の

　 前の 椅子 に腰をか けて 保護者に よ り、計測 を して

　　もらい、保育者も体温計に 目を通 して 毎日記録す

　　る。

（2） 15 時の 間食時に椅子に腰をか けた状態 で の安静

　 体温 を保育者が計測 し、記録する。

（3） f同一
万歩計」 を用 い て、全児に毎 日登園時に着

　 用、帰園時に 回収 して保 育者が 数値 を読み 記 録す

　　る。（測定記録は、午前の 歩数 と午後の 歩数の 2

　　回に分けて 記録する。）

（4）一
人 ひ とりの 毎 日の 「朝体温」 と 「15 時体温 」

　 及び 「一日の 歩数」 をグラフ にする。

（5）個人別 朝体温 と 15時の 体温 「月別 に よる平均体

　 温 」 と 「月別 平 均歩数」 を グラ フ にす る。

（6） 同年齢別 に一人 ひ と りの 朝 と 15 時の 「月 毎の 平

　 均体温」 と 「月毎の 平均歩数」 をグラ フ にする。

（7）子 ども
一

人ひ とりの 発達過程で初め て
一

つ の 壁

　　を乗 り越 えた 日及び記録を 更新した 日の記録を

　 克明に記録する。

（8）平成14 年度 ・15年度の 歩数を月毎 に並列の 「捧

　　グラフ 」に、体温 を 「折線グラフ」に表示 して 比

　 較検討を加える 。

3 ．研究結果

（1）体温 につ い ては 、季節 に よ る変動 が平成 14年度

　　同様今年も見 られ た
。 外界 の 上昇する 7 ・8 月及

　　び 9 月前半が各年齢 ともに 「平 均体温」 が高い

　　とい う波状 が グラ フ に見 られた。

（2）1 日の 中で も測定する時刻が朝と 15時で は全園

　　児 を通 して 15 時の 方が、体温 が高い とい う結果

　　も昨年と同様 には っ きり見 られた。

（3）継続 して 研究する こ とで 保育者 の 意識も高ま り、

　 全 ク ラ ス ともに 昨年より各月ともに 歩数が伸び

　　て きた。 中で も 7 ・8月はプー
ル を園庭に設置す

　　るため、園庭を思 う存分使 っ て遊ぶこ とが出来な

　　い 期間も保育内容や環境設定を工夫する こ とで、

　 歩数を伸ばす こ とが出来た。

（4）特に ユ歳児組 （4 月 1 日現在 の 1歳）の 歩数の

　 伸 び は著 しか っ た 昨年ま で 保育 者が 無意識 の う

　　ちに 「1歳＝まだ小 さい 1 とい う既 成概念 の よ う

　　な もの に と らわれ て い て 動 き を小 さく してい た

　　の で はない か とい う反省の もとに、平成 15年 6

　 月 か らは雨の 日を除い て保育園の 周 りの 農道（約

　 606  
〜816   ）を毎 日歩い てみ た結果、7 ・8 ・

　　9 月 の歩数は 昨年 に比べ て ク ラス 平均2000歩近

　 い 伸びが見 られ、月毎 に同蹈離に要する歩行時間

　 が驚 くほ ど縮ま っ て きた。そ の 上 に、園外に 出た

　 時の 子 どもの 活気 に満 ちた顔と 1歳児な りに 探

　 索に余念の ない 目の 輝き、そ して 感動の 声が 聞 か

　 れ た。また、食事・排泄
・着脱 な どの生活面で の

　 確立 に も役立 っ て い る こ とが わ か っ た。

（5）昨年度 ・今年度 と継 続しそ歩数が ほ ぼ 1 万歩以

　 上安定 して 出 る よ うに な る と体温 の 波動が ゆる

　 やか な曲線を描く よ うに な っ て きて い る。

（6） 「知恵熱 」 につ い て 、継続的に観察 して デ
ータ処

　 理 して い る と各年齢 ともに 「知恵熱1 と思われ る

　 波動が見られ た。

　　 昔の 人 の い う 「知恵熱 」 とは戸外遊びが活発に

一 320 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

　　　な り、歩数が増える に したが っ て 目が輝い て生 き

　　　生きして い るに も拘わ らず 37．5℃〜38．0℃ と

　　　い う 「高体温」 を 「朝体温」
’
の みに 限らず 「15

　　　時体温1 に も示す日がある。「体温測定」 を して

　　　い なか っ た時には、保護者、保育者共に気付かな

　　　い ままに 受け入 れ て い たか反対に気付 い た時に

　　　は、保護者 に引き取 っ て も ら？ てい な子 どもで あ

　　　る。

　　　　計測をはじめて 「こ の 子ども」 を保護者の 協力

　　　を得 て精密に観察 して きた結果、高体温を示 した

　　　・
日、または、そ の 前後の 日に 「歩きそ うで なか な

　　　か足 が出なか っ た子 どもが、は じめ て 20歩、歩

　　　い た」 「縄跳び の 二 重 跳び が出 来た」「鉄棒の 逆上

　　　が りや連続回 りが 出来た 」 「一語文か ら二 語 文

　　　へ 」
・t ’など、運動面の みにとどまらず、言語

　　　面や知的面 ・足型などに も見 られ、今まで 出来そ　　　　 　　　

　　　うで 出来なか っ た 「7 ？の 壁」．を突破 した喜び と．
　　　感動に子ども、保護者、保育者ともに実感出来 る

　　　素晴 らしい 日で あ？ た こ とに家付い た。

　 以 上、こ こ まで の 研究結果は、10 年前に 和多が発表

してい る こ とを再 度実証 し た。

　こ の た びは、以 上の 実証を踏まえて 昔の綿達か ら聞

Y
’
hて きた 「知恵熱」 と思われる現象が起きた 日の 子 ど

もの 姿を 0歳児か ら就学前児まで 120名を対象 に、一

人ひ とりの 4月か らの毎 日の活動量 と体温 との グラ フ

表を元に詳細に一
年間 を通 して 観察記録か ら袷い あげ

「て み た 結果、

イ ） 0歳児か ら就学前児まで 各年齢 な りに また、各個

　　 人 なりに全児に 「知恵熱」ら しき波状 が見 られ た。
ロ ）「知恵熱」 が 見 られ た時の 「脱皮内容」 は、年齢発

　　 達 に即した項目になつ てい た。例えば、0歳児組

　　．で は 「初めて 立っ た 」 「20歩、歩けた 」、1歳児組

　　．ば 「大縄の 中で 踵 が上 が るようにな り3 回跳べ

　　
「
た ・…　 」 など、4 歳児組 「始 めて こ まな し 自

　　転車 に乗 り運 動場 1周」「；重跳びが1雪 2回跳ぺ

た 」 5歳児組 「後ろ；重跳びが連続 10 回 j・「前三

重跳びが 出来た 」 な どな どの よ うに年齢な りの ハ ー
ド

ル の高さが違っ て い たD 以上 の よ うに 「知恵熱」 が見
・
られ る子 どもたちの特徴は、．十分な活動量を毎 日継続

して 保ち、各年齢な りの 安定した歩数と安定 した体温

の 波状が 見られ る ように なっ て 、一
っ の ハ

ー
ドル をク

リア して 自分 の もの に消化 し終 っ た段 階で、更 に各年

齢なりに よ り高い ハ ードル を ク リアする 時点で 「体温 」

を上 昇 させ て い るの で はない か と全児の 年間記録 か ら

うかが い 知 る こ とが 出来た。（自動車が発進する時の よ

うに）（下 図参照）

4 ．まとめ及び今後の 課題

　　以上、平成 15年度も平成 16 年度 と同様に毎 日の

「朝IZS？B」及び保育者に よる 「・；5 時体温」 万歩計に よ ．
る 「歩数測定」 をグラフ 化 し、昨年度ζの 比較検酎を

して きた結果、体温 の 安定にっ な が る各年齢な りに必

要な 最低歩数を掴む こ とが で きた。そ して 、平成 16 ．

年度は更に 「知 恵熱」 の 有無 を重点項 目に加 えて 健常

児120名一
人ひ と りの 個人別歩数と体温 の グラフの 上

に、日々 の保育内容を克明に 記録 し て きた結果、すべ

て の 子 ど もが、その 子 どもな りに 「更に 高い ハ
ー

ドル 」

に 挑ん で それ を こ えて い く
』
日、また は そ の箭後の 日．に

体温を上昇させて 脱皮 し、
1
自信 に満ちtc明 る く生き生

きとした子 どもに変わっ て い る姿を見 る こどが 出来た。

　以 上 の よ うに、
．
ハ
ードル をこ え る毎に安定 した体 温

が得 られる よ うにな る と，子 どもた ちは 生活面すべ て

が安定 して ミて レこる こ の 現状鷺通 して ・歩数穿なわち

継続 した活発 な動 きが人間形成 にお いて 重要な辭 1を 、
果 た して い る こ とを改φて デー

タ処 理す る こ とに よっ

て
一

層強く感 じた。

　今後の 課題 と して 同 じよ うな保育芳法 を とっ て きて ．
い る園 との 比 較研究な ど も含 めて 保育園 とい う0歳児

か ら就学前児 まで の 大集団の 場を有効に生か した よ り

幅広 い 詳細な継続研究を行なっ て行きた い。　　　　
’
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